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   救  信        最後  私   通  多  人 救            章 新  契約 仲介者               神様 契約 神様    

1.新しい約束であるキリスト 2.完全な仲介者であるキリスト 3.完全な救いを下さるキリスト 4部「慈しみの神様の願
い」(ヨナ 4:9－11)

▲新しい契約であるキリストである。

1)初めの契約
(1)律法－偶像崇拝をしてはいけないと言う律法を人々に与えた。
(2)人々は律法を破り偶像崇拝する－契約を破る
(3)血－出 24:8(「見よ。これは、これらすべてのことばに関して、主
があなたがたと結ばれる契約の血である)
・契約を破ってしまったので旧約の時代に動物の血をぬる契約を結ぶ

2)新しい契約
(1)キリストの十字架－マタイ 26:28(これは、わたしの契約の血です。
罪を赦すために多くの人のために流されるものです)
①キリストの十字架の血によって、サタンから解放をして、罪を赦し、

地獄から解放した。

②救われて聖霊が共にいる－人間は罪を犯すので救い聖霊を送る。

(2)ヘブル 8:10-12(それらの日の後、わたしが、イスラエルの家と結
ぶ契約は、これであると、主が言われる。わたしは、わたしの律法を

彼らの思いの中に入れ、彼らの心に書きつける。わたしは彼らの神と

なり、彼らはわたしの民となる。また彼らが、おのおのその町の者に、

また、おのおのその兄弟に教えて、『主を知れ。』と言うことは決し

てない。小さい者から大きい者に至るまで、彼らはみな、わたしを知

るようになるからである。なぜなら、わたしは彼らの不義にあわれみ

をかけ、もはや、彼らの罪を思い出さないからである。」)
①福音を信じる人には聖霊が心に入りキリストを信じるようにする

②聖霊様の働きによってキリストを信じさせた

(3)エレミヤ 31:31-34(見よ。その日が来る－主のみ告げ－その日、わ
たしは、イスラエルの家とユダの家とに、新しい契約を結ぶ。その契

約は、わたしが彼らの先祖の手を握って、エジプトの国から連れ出し

た日に、彼らと結んだ契約のようではない。わたしは彼らの主であっ

たのに、彼らはわたしの契約を破ってしまった。－主のみ告げー彼ら

の時代の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうだ。主のみ

告げ。わたしはわたしの律法を彼らの中に置き、彼らの心にこれを書

きしるす。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。その

ようにして、人々はもはや、「主を知れ」と言って、おのおの互いに

教えない。それは、彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、わた

しを知るからだ。－主のみ告げーわたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪

を二度と思い出さないからだ」

①イスラエルの人が神様に背いて契約を破る。

②契約を信じられることは出来ない。

③新しい契約は聖霊が入り契約を信じさせる。

▲契約を信じさせたのが仲介者であるキリスト

1)キリストのみが仲介者
(1)ヘブル 8:6(今、キリストはさらにすぐれた務
めを得られました。それは彼が、さらにすぐれ

た約束に基づいて制定された、さらにすぐれた

契約の仲介者であるからです)
①モーセや預言者も完全な仲介者でない。

②キリストが真の契約の仲介者になられた

－私を救う事が出来る

(2)ローマ 8:1－4(今は、キリスト・イエスにあ
る者が罪に定められることは決してありませ

ん。なぜなら、キリスト・イエスにある、いの

ちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなた

を解放したからです。肉によって無力になった

ため、律法にはできなくなっていることを、神

はしてくださいました。神はご自分の御子を、

罪のために、罪深い肉と同じような形でお遣わ

しになり、肉において罪を処罰されたのです。

それは、肉に従って歩まず、御霊に従って歩む

私たちの中に、律法の要求が全うされるためな

のです)
①人間は契約を破るので新しい契約が必要。

－どの人でも神様の律法を守れない

②キリストを信じる時に罪を赦され救われる。

③聖霊によって信仰が強くなり御言葉に従う。

(3)ガラ 5:22－24(御霊の実は、愛、喜び、平安、
寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制です。こ

のようなものを禁ずる律法はありません。キリ

スト・イエスにつく者は、自分の肉を、さまざ

まの情欲や欲望とともに、十字架につけてしま

ったのです)－聖霊によって良い実を結ぶ
(4)使 1:8(しかし、聖霊があなたがたの上に臨ま
れるとき、あなたがたは力を受けます。そして、

エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および

地の果てにまで、わたしの証人となります)
－聖霊によって伝道が成り立つ。

(5)人間では出来ないので聖霊の働きによって
出来るようになる。

▲人間が救われる道はただキリス

トによって

1)ただキリスト
－人間が救われるのはただキリ

ストが必要

2)ただ聖霊
－人間はサタンに勝利するよう

にはただ聖霊の満たしが必要

3)ただ神の国
－私の目的は天国と世界福音化

▲結論

①悪魔は救いの祝福を味わえな

いようにする

②新しい契約を信じられないよ

うにして自分の考えの通りに歩

むようにする。

③新しい契約の血を信じる。

④十字架の血潮によって可能。

⑤落胆をする必要はない。

▲序論

BC760年
ヨナ

▲本論

1．ヨナの不従順
1)ヨナ 1:2
宣教命令

2)不従順
3)災い
ヨナ 1:7

4)ヨナ 1:17

2．悔い改める
1)ヨナ 2:9
2)ヨナ 2:10

3．悔い改め 神の御心

1)ヨナ 3:1－2
宣教命令

2)1日
3)ヨナ 3:5－9
4)ヨナ 3:10

4．ヨナの心と神の心
1)ヨナ 4:2－4
マタ 10:29－30

2)ヨナ 4:11
(12万人)

▲結論

1．キリストの十字架
2．聖霊の助け
3．神の国



区域地教会（2018 年 7 月 22 日～7月 29 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「新しい約束の仲介者であるキリスト」(ヘブル 8:7-12)

【讃美】 476 イエスのみうでに

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

祈り

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


